様式第２号
	南部町キャッシュレスシステム導入事業企画提案書

	申請年月日　令和　　年　　月　　日

	団体名
	

	代表者名
	
	設立年月日
	

	団体所在地
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	Ｅ-mail
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	業務企画提案（別紙可）

	１．体制・機能評価について
①業務実績について
※過去５年間の同種又は類似の業務実績名、件数を記載ください
②業務実施体制
※本業務に従事する人員の状況、及び緊急時の対応体制を記載ください
③機能要件の充足度
※仕様書に記載された内容が満たされているか「南部町キャッシュレスシステム導入事業業務仕様書」下記にチェックを入れてください。
２．価格評価点
①導入金額に係る価格提案
※「南部町キャッシュレスシステム導入事業業務仕様書」第５に基づき、別紙（任意様式）にて見積書を作成ください。（税抜）
②運用開始後のランニングコスト
※上記①導入後のランニングコストについて別紙（任意様式）にて見積書を作成ください。（システム利用料、端末使用料、チャージ機使用料等。月額、年額それぞれ税抜で作成をお願いします。）
３．業務実施方針
①課題理解
②課題解決
※南部町の現状課題を解決するため、御社独自の提案等があれば記載をお願いします。
４．業務提案
①柔軟性

※システム導入にあたり、南部町から提案された施策に対して柔軟に対応できるシステムであるか記載ください。
②円滑性
※システムを利用する住民、加盟店舗にとって利用しやすいシステムであるか、御社のシステムの特徴、強みについて記載ください。

③利用状況分析
※システムから抽出されたデータの活用方法、データを用いた提案など記載ください。
④情報セキュリティ
※個人情報などセキュリティシステムについて記載ください。

⑤独自性
※他社にはない独自のシステム機能、キャッシュレスシステム以外でも自社の強みを活かした事業提案などあれば記載ください。



	その他特記すべき事項があれば記入してください。

	

	


様式第２号１．③チェックリスト
□に✓を入れてください。また、チェックリストに係る根拠資料を添付してください。
（１）キャッシュレスシステムの導入
ア　ローカル電子マネー機能
・ローカル電子マネーのチャージと支払いができること。　　　　　　　　　　　　　□

イ　地域ポイント機能

・地域ポイントの進呈と回収ができること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

・ローカル電子マネー利用時にもポイント進呈できること。　　　　　　　　　　　　□

・有効期限が任意に設定できること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

ウ　行政ポイント機能

・行政ポイントの進呈と回収ができること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

・ローカル電子マネー利用時にもポイント利用できること。　　　　　　　　　　　　□

・有効期限が任意に設定できること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

エ　端末機

・充電式で持ち運びができること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

・インターネット接続ができ、SIMカードが挿入可能な端末とすること。　　　　　 □

オ　電子マネーチャージ機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・音声操作ガイダンスを有する機種であること。　　　　　　　　　　　　　　　　　□

　・リモート監視サービス機能を有すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

カ　本部システム

（ア）端末コントロール機能

・加盟店の端末機の設定を自由に変更できること。　　　　　　　　　　　　　　　　□

・南部町役場、及び南部町商工会から端末コントロールができること。　　　　　　　□

・スマートフォンに対応できる電子会員証の機能を有すること。　　　　　　　　　　□

（イ）精算機能

・地域電子マネーや地域ポイントの精算ができ、資金決済に関する法律（平成２１年法律第５９号。
以下「資金決済法」という。）に基づく資料作成がおこなえること。　　　　　　　 □
（ウ）顧客管理

・店舗ごとに顧客の動向を分析できること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
・顧客ごとにローカル電子マネー・地域ポイントの利用履歴が確認できること。　　　□
キ　ローカル電子マネー・ポイント用カード

・非接触ＩＣチップを内蔵していること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
・ユニークなQRコードが印刷されていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　□
・コンビニやスーパー等で使用されているPOSレジとの連携が図れるよう、JANコードが印刷され
ていること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□

・南部町独自のカードデザインを行い、色校正は必ずおこなうこと。　　　　　　　　□
・裏面に記名欄をもうけること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
・令和５年９月下旬までに納品すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　ク　スマートフォンアプリ
　・iOS12以上及びAndroid9以上のOSを搭載したスマートフォン等の端末で動作すること。また、
各OSのメジャーアップデートに無償で対応すること。　　　　　　　　　　　　　□
　・iOS端末向けアプリは「AppStore」、Android端末向けアプリは「GooglePlay」への登録申請、公
開までの一切の手続きを行うこと。また、登録後のサポートを行うこと。　　　　　□
　・利用者情報を登録し、アカウントを発行できること。　　　　　　　　　　　　　　□
　・アプリで電子マネーのチャージ、支払いが行えること。　　　　　　　　　　　　　□
　・カードとアプリで利用者情報の連携が行え、カードからアプリにポイント等が移行できること。□
　・利用者が、電子マネーの残額及び残ポイントについて期限を含めて確認が行えること。　　　　□
　・加盟店情報が一覧表示及びマップ表示等にてわかりやすく表示されること。さらにマップ表示につ
　　いては、利用者の現在位置から、選択した加盟店までの経路案内が行えること。　　□
　・加盟店情報を容易に検索でき、管理者アカウントで容易に編集できること。　　　　□
　・お知らせ等の情報を一覧で表示でき、日付、時間等を設定して通知ができること。　□
（２）加盟店舗等への対応
　・システム導入に際し、加盟店舗に対する説明会を３回以上開催すること。　　　　　□
　・システム管理者、加盟店舗、利用者のそれぞれに対し、操作マニュアルを作成すること。　　　□
　・加盟店舗用に、ステッカー・のぼり・ポスター等の販促物を作成すること。　　　　□

